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はじめに

中間発表までにすること

1 直交表作成からブルウィップ効果の部分効用値を出すまでのプ
ログラムを作成すること

2 実際にそのプログラムで結果を出し考察すること

今回までできたこと

1 直交表作成方法の決定
2 プログラムのフローチャートの決定
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フローチャート

フローチャート

1 直交表を作成する
2 その直交表に基づき実験する
3 実験結果のブルウィップ効果を直交表に当てはめる
4 それをコンジョイント分析し部分効用値を出す

図 1　コンジョイント分析例
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直交表作成方法

直交表作成方法の変更

1 以前までは、どんな因子数、水準数でも対応可能の直交表作成
2 これからは、よく知られている直交表にあてはまる因子数、水
準数に変更することで直交表を作成

図 2 主要な直交表
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直交表について

図 3 以前の直交表

図 4 現在の直交表
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今やっていること

1 水準の決め方が変更したのでそれに合わせたプログラムの変更
2 直交表を決定する
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